
油木公民館，子ども放課後教室「ゆきキッズ
クラブ」では，３月５日，料理教室でひな祭り
ずしを作りました。参加した22名の子どもた
ちは，ビニールカップにサケフレークや青のり
で色付けしたすし飯を入れ，うずら卵やハム，
チーズ，キュウリ，のりなどを使ってそれぞれ
のアイデアを出して飾り付けました。

ひな祭りずし うまくできたよ！

検　索神石高原町
http://www.jinsekigun.jp/
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お問い合わせ先　総務課　☎89-3330

平成28年度からふれあい号の
利用方法が変わります

ふれあい号・タクシーチケットをご利用のみなさまへ

豊松地区：有木（宮地），有木（法曹），有木（岩ケ瀬）
神石地区：相渡（向組）
※タクシーチケット交付対象区域になります。交付要件に該当される方にはチケットを交付します。
●廃止の便　油木～豊松線：豊松発12：30と14：10の便，油木発13：04と14：39の便
　　　　　　〔油木発13：30の便を新たに設けます。（油木高校長期休暇・試験中および土曜日に運行）〕
　　　　　　町立病院～豊松線：豊松発15：35の便，村上屋発16：03の便

次のふれあい号・ふれあいバス運行路線は廃止になります

油木地区：小野（正原）　　神石地区：古川（仁後），草木・牧
豊松地区：笹尾（貝原）　　三和地区：小畠（阿下），高蓋（切田）
＊乗車を希望される前日の午前10時から午後４時までに予約センター（☎85-4444）へ
　電話で予約してください。詳しくは，公共交通カレンダーをご確認ください。

次のふれあい号・ふれあいバスへ乗車される場合は，事前に予約が必要になります

　基本的な運行は今までどおりですが，乗降場所まで歩いて行くことができない方，歩いて行くことが難
しくなっている方については家の近くまで送迎します。
　利用を希望される方は，総務課へお問い合わせください。
●各地区の中心地では，医療機関，役場本庁・支所，金融機関，商店などで乗り降りができます。

自宅近くまで迎えに行きます

　ふれあい号と路線バス・ふれあいバスを乗り継いでも，町内で利用される場合は片道の運賃が上限300
円になります。

ふれあい号と路線バス（中国バス）・ふれあいバスの乗り継ぎをされる方へ無料乗継券を発行します

タクシーチケットについてのお知らせ
●タクシーチケットの使い方が変わります
　①家族の中に送迎できる方がおられても交付対象となりました。
　　ただし，本人が運転免許証を持たれている場合は除きます。
　②タクシーに乗り合わせて乗車した場合に，タクシーチケットを出し合って利用できます。
　③出発・帰着地点が町内であれば，町外エリア走行分も利用可能になりました。
　　ただし，指定したタクシー事業者となります。福祉タクシー補助は，町内利用に限ります。
＊�タクシーチケットの交付を希望される場合は，交付申請が必要です。申請後に審査を行い交付条件に該
当した方にはチケットを送付します。詳しくは，お問い合わせください。
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地域づくりによる介護予防推進支援事業（住民運営による＂通いの場＂）モデル事業

高蓋自治振興会『おじゃみの会』始めました
　高蓋自治振興会では，住みよい町づくり部，民生委員を中心に『おじゃみの
会』として週１回の運動教室を始めました。８月から準備を始め，地域で話し
合いを重ね，今年の１月から週１回の運動の場として，地域の皆さんが集まっ
て運動されています。
※�この事業は，住み慣れた身近な地域で，地域の方々が主体的に運営する〝通いの場＂を立ち
上げ，介護予防のための体操を実施することで介護予防をすることと，元気な地域づくり
を支援するものです。

【お問い合わせ先】　保健課（地域包括支援センター）　☎89-3377

生き活き元気！
　頑張りましょう！

地域で週 1回の〝通いの場＂を立ち上げてみませんか！
「いきいき百歳体操」の DVD を見ながら体操をします。（約 30 分）
DVD は地域包括支援センターより貸し出します。
＊最初の数回は体操の指導に，スタッフがお手伝いに行きます。

内　容

足がうんと上がるように
なってつまずかなくなった！

イスからの立ち
上がりが楽に
なった♪

皆さんとのおしゃべ
りや体操が楽しい！

週１回の体操で地
域のみんなと交流
できる！

元気になった♪

膝の痛みもなくなってきた！気持ちが明るく前向きになった！

いきいき百歳体操は，平成15年に高知市で開発され
た筋力強化の体操です。ゆっくりとしたスピードで，持
久力の強化にもなる30分程度の体操です。
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荒
木　

尚
美 

隊
員

神
石
高
原
町
に
来
て
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私
に
、
地
域

の
方
や
仕
事
で
関
わ
っ
た
皆
さ
ま
に
た
く
さ
ん
の
事
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
と
て

も
楽
し
く
活
動
で
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
任

期
終
了
後
も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｎ
ｉ
ｎ
ａ
神
石
高
原
で
の
事
務
、

ト
マ
ト
団
地
で
の
農
作
業
ア
ル
バ
イ
ト
、
ま
た
担
当
地
域
で

も
あ
っ
た
源
流
の
里
し
ん
さ
か
の
加
工
所
で
の
作
業
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
町
内
で
活
動
し
、

暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
す
っ
か
り
こ
の
町
の
気
候
に
体
が
順
応
し
、
都

市
部
に
出
る
と
違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
待
ち
わ
び
た
春
、
涼

し
い
夏
、
紅
葉
の
秋
、
厳
し
い
冬
も
自
然
と
共
に
生
き
て
い
る
よ
う
で
大
好
き
で
す
。
３

年
間
で
何
か
成
果
を
残
せ
た
か
？
と
問
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
自
信
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
初
め
て
訪
れ
た
時
よ
り
も
町
の
事
を
好
き
に
な
っ
て
い
る
自
信
だ
け
は
あ
り
ま

す
。
ず
っ
と
こ
の
町
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
で
き
る
範
囲
で
こ
れ
か
ら
の
事
を
ゆ
っ
く
り

考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
埜　

洋
平 

隊
員

２
０
１
３
年
６
月
に
着
任
し
て
３
年
間
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大
し
た
活
動
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

３
年
間
で
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
住
民
と
し
て

精
力
的
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
恩
を
お
返
し
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
生
活
を
目
指
し
、
来
年
か
ら
は
農
地
を
お
借
り
し
て
小
さ
く
農
業

を
始
め
て
い
く
予
定
で
す
。
一
方
で
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
従
事
で
き
る

よ
う
、「
オ
コ
ラ
ボ
」と
い
う
法
人
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
移
住
支
援
活
動
な

ど
も
継
続
し
て
行
え
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
所
属
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
29

徳
田　

好
朗 

隊
員

京
都
大
学
や
東
京
大
学
で
ま
ち
づ
く
り
や
、
地
域
持
続
再
生
に
関
わ
っ
て
い
た
縁
も

あ
り
、
地
域
お
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
で
最
先
端
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
神
石
高
原

町
で
協
働
・
実
践
を
経
験
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実

践
、
地
域
冊
子
の
編
集
、
地
域
行
事
の
撮
影
と
そ
の
映
像
編
集
な
ど
情

報
発
信
・
地
域
情
報
の
記
録
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
振
興
会
の
交
流

事
業
、
地
域
将
来
構
想
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
環
境
保
全
や
有
害
鳥
獣
対

策
で
の
捕
獲
員
活
動
、
最
新
技
術
や
林
産
資
源
の
産
学
公
連
携
で
の
利

活
用
協
議
な
ど
多
岐
に
渡
る
活
動
を
通
じ
て
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
町
・
地
域
の
方
々
へ
感
謝
し
ま
す
。
今
後
、
地
域
の
可
能
性
、
そ
の

活
用
も
含
め
て
機
会
の
創
出
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
の
見
識
・
経
験
、
現

在
の
課
題
と
解
決
の
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
含
め
た
構
想
・

活
動
実
践
に
お
い
て
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
神
石
高
原
町
で
の
創
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど「
機
会

を
創
る
」中
間
支
援
、
広
域
で
の
神
石
高
原
町
を
含
め
た
備
後
圏
域
で

の
産
学
公
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
上
記
を
含
め
た
創
造
的
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
事
業
構
想
な
ど
を
広
く
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
枝　

幸
樹 
隊
員

２
０
１
３
年
11
月
か
ら
、
正
確
に
言
う
と
２
年
５
ヶ
月
の

間
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
神
石
高
原
町

で
暮
ら
せ
て
こ
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
の
場
合

は
家
族
４
人
で
移
住
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
想
像
よ
り
も

は
る
か
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の

成
長
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
番
の
喜
び
で
す
。
今
後
は
神
石
高
原

町
の
豊
富
な
自
然
を
活
用
し
た
活
動
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う

に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
３
月
で
任
期
終
了
す
る
４
名

の
隊
員
か
ら
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

を
し
ま
す
。
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食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

夜遅い食事ほど肥満になりやすい

毎月19日は食育の日

夜遅くに食事をとってすぐに寝てしまうと，
体が吸収したエネルギーをあまり使わないた
め，脂肪が体に蓄積されます。特にお腹にたま
る内臓脂肪は，高血糖・脂質代謝異常・高血圧
などを起こしやすくします。これらは動脈硬化
を進行させ，動脈硬化が進行すれば心臓病や脳
卒中を引き起こすことにつながります。
　夕食はできれば夜８時まで，遅くとも９時ま
でにすませるのがよいでしょう。

食育
ミニ知識

【９時までに夕食をとるのが難しい場合】
方法①夕食を２回に分けて食べる
少しでも体の負担を軽くするため，夕方はおに
ぎり・クラッカーなどを食べて空腹をしのぎ，
夜遅い夕食は軽めにすませましょう。
方法②�２回に分けられない場合は軽い夕食のみ

にする
最初はお腹がすいて大変かもしれませんが，す
ぐに慣れるでしょう。翌朝の胃腸の調子がよく，
朝食もしっかり食べられます。

公職選挙法の改正により，今年６月19日以降に執行される国政選挙から18歳以上の方が選挙に参加
できることになります。
これに伴い，神石高原町選挙管理委員会と神石高原町明るい選挙推進協議会では，油木高等学校２年
生約70名を対象に，２月17日，主権者教育として模擬投票を行いました。
模擬投票では，３名の先生による立候補者の演説，それぞれの候補者の応援演説を聞き，選挙管理委員

会から投票の流れ，投票用紙へ記載する場合の注意事項，入場券を忘れた場合どうするかなどの説明を受
け，実際の記載台や投票箱を使用して投票しました。また，開票時には，生徒も開票作業を体験しました。
投票を行った生徒からは「緊張した。責任感を感じた」「選挙にはぜひ投票してみたい」「大切な１票
なので，実際の投票に行かなくてはいけないと感じた」などの声がありました。
政宗選挙管理委員長からは「皆さん一人ひとりが，政治を担う一員であるという意識を持って，投票
に行ってもらいたい」と選挙に対する心構えをお話しいただきました。

18歳選挙権 油木高生模擬投票で心の準備を！

立候補者による演説 本人確認を終え投票用紙を受け取る生徒 大切な１票を投票箱へ

CMを視聴する町長と児童たち

見学ツアーを説明する児童たち

「神石牛」をCMや見学ツアーでPR

き食べてもらうためのプロジェクトの一環として，㈱
ケーブル・ジョイ協力のもとCM「みんなでたべよう神
石牛」を作成し町へ寄贈しました。また，神石牛を含め，
町の魅力を体験してもうための，「神石高原町三和地区
まるごと見学ツアー」と題したプランを自分たちが考案
し，町へ提言しました。今後，CMについては，神石高
原かがやきネットやウェブを利用してPRしていきます。

～三和小６年生が町へ提言～

郷土愛あふれ
る児童たちの
提言をもと
に，更なる町
の活性化に向
けての取り組
みが期待され
ます。

三和小学校６年生
は，総合的な学習で
地元の特産ブランド
である「神石牛」に
ついて今年度学習し
てきました。おいし
い神石牛を多くの
方に知っていただ
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農
業

委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

輝 き神 石 高 原 農 委 ９号

９号

輝
き

　
②�

狩
猟
１
種
（
装
薬
銃
）
免
許
取
得
者
の
高
齢
化
に
よ

り
、
免
許
取
得
者
が
年
々
減
少
し
有
害
鳥
獣
駆
除
業

務
に
支
障
（
捕
獲
し
て
も
殺
処
分
が
出
来
な
い
等
）

を
来
し
て
い
る
た
め
、
若
年
者
へ
の
免
許
取
得
の
奨

励
や
、
助
成
対
策
等
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行

う
こ
と
。

⑸
学
校
給
食
へ
の
地
元
産
品
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

　

食
の
「
安
心
・
安
全
」、「
地
産
地
消
」、「
食
育
教
育
」

の
視
点
か
ら
、
学
校
給
食
に
町
内
産
品
を
積
極
的
に
利
用

す
る
よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

⑹
神
石
高
原
町
農
業
公
社
の
体
制
強
化
に
つ
い
て

　
農
家
の
高
齢
化
と
米
価
の
下
落
等
に
よ
り
、
労
力
面
と

農
業
機
械
へ
の
設
備
投
資
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
農
作
業
の
外
部
委
託
需
要
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
業
公
社
の
受
託
作
業
の
拡
充
を
行
う
よ
う
体
制

強
化
を
図
る
こ
と
。

２
．
農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
う
体
制
整
備
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
農
業
委
員
の
選
任
方
法
が
、
従
来

の
選
挙
に
よ
る
選
任
か
ら
、
地
域
等
か
ら
の
推
薦
及
び
公

募
に
よ
り
町
長
が
議
会
の
承
認
を
得
た
後
に
委
員
の
任
命

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
町
農
業
委
員
会
は
平
成
28
年
12

月
18
日
の
任
期
満
了
以
降
新
法
の
摘
要
を
受
け
る
こ
と
と

な
る
こ
と
か
ら
、
町
に
お
い
て
農
業
委
員
会
設
置
条
例
の

制
定
等
の
整
備
を
計
画
的
に
遅
滞
な
く
行
わ
れ
た
い
。

な
お
、「
農
業
委
員
」お
よ
び「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
」の
定
数
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
業
務
実
態
を
考
慮

の
上
、
新
農
業
委
員
会
法
の
法
定
定
数
の
範
囲
内
で
適
正

に
決
定
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
新
た
に「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」の
設

平
成
28
年
度
農
業
施
策
に

�

関
す
る
要
望
書
の
提
出

平
成
27
年
12
月
３
日
、
佐
伯
会
長
を
始
め
、
農
業
委
員

各
地
区
の
代
表
お
よ
び
事
務
局
総
勢
７
名
で
牧
野
町
長
に

平
成
28
年
度
、
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
農
地
法
の
な
か
で
、
農
業
委
員
会
が
農
業

者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
行
政
庁
に
建
議
す
る
も
の

で
す
。

平
成
28
年
度
農
業
施
策
に

�

関
す
る
建
議
事
項

１
．
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴
農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
対
策
と
特
産
品
の
研
究
開
発

　
①�

地
域
環
境
に
適
応
し
た
、
高
齢
者
に
も
生
産
出
来
得

る
生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
持
続
性
の
あ
る
特
産
品

の
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

　
②�

和
牛
繁
殖
頭
数
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
新
た
な
制
度

を
検
討
す
る
こ
と
。

⑵
農
地
保
全
と
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　
①�

近
年
有
害
鳥
獣
の
種
類
・
頭
数
の
増
加
に
よ
り
、
現

状
で
の
対
策
で
は
被
害
防
止
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
恒
久
的
な
対
策
方
法
の
検
討
を
行
う

こ
と
。

　
②�
農
産
物
被
害
の
み
な
ら
ず
、
畦
畔
・
水
路
・
農
道
等

の
被
害
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
復
旧
経
費
の

助
成
制
度
の
拡
充
及
び
増
額
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
③�

有
害
鳥
獣
被
害
防
除
対
策
助
成
制
度
に
、
電
気
牧
柵

等
の
経
年
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
も
助
成
対
象
と
す

る
こ
と
。

⑶
農
業
後
継
者
確
保
対
策

　

新
規
就
農
者
に
は
、
多
額
の
初
期
投
資
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
就
農
を
断
念
す
る
実
態
が
あ
り
、
借
入
資
金
の
農

業
信
用
保
証
協
会
へ
の
保
証
料
の
助
成
や
、
リ
ー
ス
制
度

等
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

⑷
有
害
鳥
獣
駆
除
班
の
強
化

　
①�

捕
獲
鳥
獣
の
処
理
・
加
工
・
流
通
施
設
を
整
備
し
、

肉
や
皮
の
商
品
化
と
販
売
体
系
の
構
築
を
行
い
、
地

域
特
産
化
と
捕
獲
者
の
捕
獲
意
欲
の
向
上
を
図
る
た

め
の
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
。
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を
推
進
し
て
い
る
が
、本
町
の
よ
う
な
中
山
間
地
帯
で
は
、

条
件
不
利
地
が
多
く
貸
し
借
り
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
で
の
、
農
地
の
流
動
化
を
推
進
し
荒
廃
地

の
発
生
防
止
と
、
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
貸
し

出
す
農
地
を
国
に
よ
り
基
盤
整
備
等
の
条
件
整
備
を
行
う

よ
う
要
請
願
い
た
い
。

⑷
１
種
農
地
の
規
制
緩
和
対
策
に
つ
い
て

国
の
補
助
金
を
利
用
し
て
土
地
改
良
事
業
を
行
っ
た
農

地
に
つ
い
て
は
、
１
種
農
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
農

地
法
上
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
地
目
変
更
が
認
め
ら
れ

な
い
。

し
か
し
近
年
酪
農
家
の
廃
業
に
よ
り
荒
廃
牧
草
地
が
増

加
し
て
い
る
が
、
多
く
の
牧
草
地
は
補
助
金
を
利
用
し
て

開
発
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
用
途
へ
の
転
用
が
出
来
ず
林

野
化
が
進
行
し
て
い
る
。

ま
た
、高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
水
田
や
畑
に
お
い
て
も
、

小
規
模
農
地
は
大
型
機
械
の
利
用
が
困
難
で
作
業
効
率
が

悪
い
う
え
、
山
間
地
で
は
周
辺
山
林
の
繁
茂
に
よ
り
日
当

た
り
の
悪
化
に
併
せ
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
増
加
に
よ

り
、
利
用
希
望
者
が
な
く
耕
作
放
棄
す
る
農
地
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
成
後
一
定
年
度（
20
～
25
年
）経

過
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
環
境
改
善
と
土
地
資
産
の
有

効
利
用
の
観
点
か
ら
、
社
会
状
況
等
を
勘
案
の
上
用
途
変

更
が
出
来
る
よ
う
農
地
法
の
改
正
を
要
請
願
い
た
い
。

特
に
現
在
農
林
水
産
省
に
お
い
て
荒
廃
農
地
へ
の
課
税

強
化
を
実
施
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
予
定
通
り

実
施
さ
れ
る
と
地
目
変
更
が
出
来
な
い
う
え
課
税
強
化
と

な
り
農
家
は
二
重
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

⑸
狩
猟
免
許
の
有
効
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

現
在
狩
猟
免
許
の
有
効
期
限
は
３
年
と
な
っ
て
い
る

が
、
有
害
鳥
獣
駆
除
班
員
の
確
保
対
策
や
、
ベ
テ
ラ
ン
駆

除
班
員
の
減
少
対
策
と
し
て
免
許
の
有
効
期
限
を
５
年
に

延
長
す
る
よ
う
要
請
願
い
た
い
。

置
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
と
、
平
成
27
年
度
よ
り「
農
地

情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
」（
農
地
ナ
ビ
）及
び
農
地
台
帳
の

電
算
処
理
化
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
電
算
入
力

事
務
の
発
生
等
事
務
局
の
事
務
量
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ

と
か
ら
、
実
務
に
精
通
し
た
職
員
の
配
置
及
び
増
員
を
行

う
等
の
体
制
整
備
を
行
う
こ
と
。

３
．
国
・
県
へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

⑴
集
落
法
人
等
の
育
成
・
推
進
に
つ
い
て

小
規
模
集
落
法
人
は
経
営
・
運
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
合
併
・
統
合
を
積
極
的
に
指
導
を
行
う
と
共
に
、
合

併
・
統
合
を
行
う
法
人
に
対
し
て
の
助
成
措
置
の
検
討
を

行
い
、
法
人
の
経
営
継
続
と
、
法
人
設
立
が
困
難
な
近
隣

集
落
の
受
け
皿
づ
く
り
を
指
導
、
推
進
す
る
よ
う
要
請
願

い
た
い
。

⑵�

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ)
へ
の
対

応
に
つ
い
て

平
成
27
年
10
月
５
日
参
加
国
に
よ
る
交
渉
が
大
筋
合
意

に
達
し
た
こ
と
に
伴
い
、
今
後
我
が
国
の
農
畜
産
物
生
産

農
家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
と
な
っ
た
。

政
府
は
、
農
業
へ
対
す
る
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
た

め
の
対
策
予
算
の
計
上
と
対
策
本
部
の
発
足
を
表
明
し
て

い
る
が
、「
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
」時
に
行
っ
た
よ

う
な
ば
ら
ま
き
対
策
で
は
な
く
、
将
来
的
に
低
コ
ス
ト
化

が
図
ら
れ
、
農
業
の
再
生
産
が
可
能
と
な
る
生
産
基
礎
の

整
備
等
の
分
野
へ
の
対
応
に
集
中
的
に
交
付
す
る
よ
う
政

府
に
対
し
強
く
要
請
願
い
た
い
。（
農
地
の
区
画
整
備
・

排
水
施
設
の
機
能
保
全
や
長
寿
命
化
・
生
産
物
の
最
低
保

障
価
格
制
度
の
充
実
・
飼
料
価
格
補
償
制
度
充
実
等
）

⑶
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

昨
年
よ
り
、
国
は
農
業
強
化
の
目
玉
と
な
る「
農
地
中

間
管
理
機
構
」を
都
道
府
県
段
階
に
設
置
し
、
農
地
の
公

的
な
中
間
的
受
け
皿
と
し
て
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

全
国
的
に
人
口
減
少

が
進
む
中
、
わ
が
神
石

高
原
町
に
お
い
て
も
、

超
高
齢
化
お
よ
び
過
疎

化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
、
荒
廃
農
地
、
耕

作
放
棄
地（
過
去
１
年

以
上
作
物
を
栽
培
せ
ず

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

今
後
も
再
び
耕
作
す
る
予
定
の
な
い
土
地
）な
ど
の

遊
休
農
地
が
一
層
増
え
、
ま
た
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

地
の
荒
廃
も
進
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
、
９
月
～
11
月
に
か
け
て
農
業
委
員
全
員
で

担
当
地
区
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
農
地
の
実
態

調
査
を
行
い
、
利
用
す
る
見
込
み
が
な
い
土
地
を
非

農
地
に
す
べ
き
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
４
月
か
ら
は
農
業
委
員
会
法
が
改
正

さ
れ「
農
地
利
用
の
最
適
化
」の
推
進
に
力
を
挙
げ

る
こ
と
が
最
大
の
使
命
に
な
り
ま
す
。

今
後
も　

①
農
地
の
権
利
移
動（
賃
貸
・
売
買
・

転
用
）②
遊
休
農
地
の

把
握
と
解
消
活
動　
③

農
地
の
利
用
調
査
活
動

　
④
農
地
利
用
最
適
化

の
実
現　
⑤
農
業
の
担

い
手
の
育
成
な
ど
、
主

要
な
業
務
を
最
適
に
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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農業委員会女性部の取り組み
「地域の子どもたちと土にふれ，植える楽しみと収穫の喜びを体験」

今年は，収穫の喜びを得るためには，いろいろな苦労もあることを子どもたちと一緒に学びまし
た。平成28年度も５月下旬に苗植え，10月下旬に芋堀りを予定しています。参加を希望される子
どもさん（小学生以下）は，役場農業委員会または地元農業委員に４月末までにお申し込みください。

平成27年度も地域の子どもたちと遊休農地を利用して，さつま芋を植えました。
この取り組みも今年で４年目になります。参加した子どもたちは三和小学校1,２年生35名と町
内の子どもたち15名で，２回に分けて安納芋と金時芋の600本を植えました。
また，来見小学校の依頼を受けて1,２年生18名と共に校庭の一角にある畑に，草取りからマル
チ張など土にふれて，子どもたちと共に楽しく芋苗の植え付けをしました。

今年は，収穫するまでにイノシシの被害も少し受け，地域の方に電柵の設置など協力いただき，
皆さんのおかげで収穫をすることができました。
おかげで，秋の芋掘りでは大きな芋が収穫できました。子どもたちもみんな大喜びで，蒸したり，
焼き芋にしたものを試食しました。

参加した子どもたちは家に持ち帰り，家族と一緒に食べたり，昨年同様町内の保育所，幼稚園，
小中学校へ配り調理実習など利用していただきました。
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「農業者年金」考えてみませんか？

お問い合わせ先　神石高原町農業委員会　☎89-3337

【自分のために 家族のために】
　�　農業者年金は，国民年金（基礎年金）に上乗せした
公的な年金制度です。
　対象者：‌�60歳未満の第一号被保険者（農業者とその

家族），年間60日以上農業に従事する方（国
民年金基金に未加入であること）

　掛け金：‌�月額２万円から６万７千円までで，自分に
合った掛け金を設定できます

　　※�ライフスタイルに応じて掛け金の途中変更が可
能です

　　※�保険料は最大80万４千円の社会保険控除があり
ます

受取年金：�終身受給でき，受け取り年金にも公的年金
控除が適応されます

　　※�80歳までに亡くなった場合は，80歳までに受け取ると仮定した金額を死亡一
時金として遺族が受け取れます

【国庫が農業者を応援します】
　　がんばる農業者を支援するために，掛け金の一部を国が支援してくれます。
　35歳以下の場合は特に手厚い支援があります。
　�　たとえば，認定農業者，もしくは認定就農者で青色申告者の場合，35歳まで掛
け金のうち１万円を国庫が負担します。（掛け金は２万円に固定されます）もちろん，
35歳以上でも条件を満たせば各種の支援があります。

【基礎年金にプラスα】
　�　20歳から60歳まで全期間保険料を納めた場合，65歳から78万100円（満額）の
老齢基礎年金が支給されます。（平成27年４月分から）
　�　これは，月額になおして約６万５千円。２カ月に一度の支給になると１回の受取
額は約13万円です。農業者年金は個人年金なので納付者の数には影響を受けない
とされています。

●�自分のために，家族のためにできることだからこそ，今考えてみませんか？
　�　農業者年金のもっと詳しい情報やシミュレ
ーションなどは「独立行政法人 農業者年金基
金」のホームページ（http://www.nounen.
go.jp/）で詳しく調べることができます。
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トピックス&ニュース

神
石
高
原
○豊
と
ま
と
出
荷
成
績
優
秀
者
表
彰

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
～
春
の
訪
れ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
と
も
に
～

２
月
23
日
、
神
石
小
学
校
で「
人
権
の
花
」感
謝
状
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月
人
権
擁
護
委
員
か
ら
贈

呈
さ
れ
た
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
球
根
を
児
童
が
大
切
に
育
て
て

く
れ
た
こ
と
に
対
し
、
人
権
擁
護
委
員
の
小
林
伸
平
さ
ん
、

２
月
21
日
、
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
文
化
ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト（
中
央
公
民
館
・
青
少
年
育
成
神
石
高
原
町
民
会
議
事
業
）を
開
催
し
ま
し
た
。

福
山
市
在
住
で
、
町
内
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
や
歌
声
サ
ー
ク
ル
の
開
催
な
ど
音
楽

活
動
を
さ
れ
て
い
る
藤
田
育
代
さ
ん
が
、
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
の
ク
ラ

読
書
の
リ
ー
ダ
ー
「
子
ど
も
司
書
」
が
誕
生
し
ま
し
た
！

「
人
権
の
花
」
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

町
で
は
、
学
校
や
地
域
で
読
書
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
広
め
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
た
め
、
本
が
好
き
で
、
読
書
に
興
味
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に「
子

ど
も
司
書
」養
成
講
座
へ
の
参
加
を
募
集
し
、
今
年
度
は
応
募
者
の
中
か
ら
特
に
読

書
へ
の
関
心
が
強
い
と
認
め
ら
れ
た
油
木
小
学
校
５
年
の
河
相
優
子
さ
ん
、
三
和
小

学
校
５
年
の
福
島
美
温
さ
ん
が
受
講
し
ま
し
た
。
２
人
は
、
昨
年
６
月
か
ら
、
シ
ル

夏
秋
ト
マ
ト
の
出
荷
量
県
内
一
を
誇

る
神
石
高
原
○豊
と
ま
と
生
産
出
荷
組
合

（
井
上
彰
組
合
長
）第
36
回
通
常
総
会

が
1
月
29
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
事
業
報
告
な
ど
の
ほ
か
、

栽
培
成
績
の
優
秀
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
出
荷
量
と
販
売
金
額
、
Ａ
品
率
が

特
に
優
れ
て
い
た
菅
勉（
上
豊
松
）さ

ん
が
最
優
秀
賞
を
、
ほ
か
５
名
の
方
が

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

出
荷
組
合
全
体
で
は
、
3
年
連
続
出

荷
量
１
，０
０
０
ト
ン
超
、
５
年
連
続

販
売
金
額
３
億
円
超
を
達
成
さ
れ
ま
し

た
。

ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
で
本
の
整
理
や

分
類
の
仕
方
、
お
す
す
め
本
の
ポ
ッ
プ
作

り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
学
び
、

学
校
な
ど
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
て
実
践

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
６
日
に
は
、
県

教
育
委
員
会
に
よ
る
認
証
式
で「
こ
ど
も

司
書
」の
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

今
後
、
読
書
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学
校
や

地
域
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
き
れ
い
な
花
が
さ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
ひ
と
り
ひ
と

り
ち
が
う
け
ど
、
友
達
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
級
代
表
か
ら
、

児
童
が
描
い
た
作
品「
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
絵
」が
人
権
擁
護
委

員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ッ
ク
を
、
軽
快
な
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
２
部
構
成

で
約
２
時
間
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
の
部
の
最
後
で

は
、ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
よ
り
全
員
で「
春
よ
来
い
」「
う

れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」「
北
国
の
春
」を
歌
い
ま
し
た
。

当
日
は
冷
た
い
風
が
吹
く
一
日
で
し
た
が
、
会
場
は

ゆ
っ
た
り
と
あ
た
た
か
な
空
気
で
満
た
さ
れ
、
２
０
０

人
余
り
の
来
場
者
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り
に
す
て
き
な

音
色
が
聴
け
た
」「
退
屈
な
イ
メ
ー
ジ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

と
は
違
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
大
好
評
で
し
た
。

小
川
和
子
さ
ん
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
児
童
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
児
童
代
表
の
３
年
生
の

井
上
智
華
さ
ん
か
ら
は「
一
生

懸
命
世
話
を
し
ま
し
た
。
す
る

河相優子さん

福島美温さん

認証式の様子
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福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

◇
障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
？

　
国
や
市
町
な
ど
の
行
政
機
関
、
会
社
や
店
舗
な
ど
の
民
間
事
業
者

が
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
」
を
な
く
し
、
障
害
が
あ
る
人
も

な
い
人
も
わ
け
へ
だ
て
な
く
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
法
律
で

す
。

◇
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は
？

●
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

　
障
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
正
当
な
理
由
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な

行
為
で
す
。

●
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　
障
害
の
あ
る
人
か
ら
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
の
意
思
表
明

が
あ
り
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
合
理
的
な
配
慮
を
求
め
ら

れ
た
と
き
に
、
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
す
。

◇
こ
の
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
！

　
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
行
政
機
関
・
民
間
事

業
者
と
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

▼�
心
と
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
～
４
月
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
～

No

障害のある人とは
　障害者基本法で定められている身体障害，知的障害，精神障害（発達障害を含む）その他
の心身機能に障害のある人など，障害や社会的障壁によって日常生活や社会生活に相当な制
限を受ける状態にある人。（障害者手帳を持っていない人も含まれます）

　
合
理
的
配
慮
は
、
行
政
機

関
は
率
先
し
て
取
り
組
む
よ

う
法
的
義
務
と
し
、
民
間
事

業
者
は
、
各
分
野
の
対
応
方

針
に
よ
る
努
力
義
務
と
し
て

自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（例）‌�聴覚障害があるため筆談を依
頼したのに断られた。知的障
害があるのに分かりやすい説
明をしてくれなかった。

●
特
別
障
害
者
手
当

【
対
象
者
】

　
20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障
害
の
程

度
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑴
身
体
障
害
者
療
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

⑵
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
カ
月
以
上
入
院
ま
た
は
入
所
さ
れ
た
と
き
。

【
手
当
の
額
】

　
月
額
２
６
，６
２
０
円
（
手
当
額
は
、
通
常
年
１
回
改
定
さ
れ
ま
す
。）

●
障
害
児
福
祉
手
当

【
対
象
者
】

　
20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
害
の
程
度
の
状
態

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑴
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

⑵
肢
体
不
自
由
児
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

【
手
当
の
額
】

　
月
額
１
４
，４
８
０
円
（
手
当
額
は
、
通
常
年
１
回
改
定
さ
れ
ま
す
。）

＊
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
届
出
】

　
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
認
定
の
請
求
を
し
た
時
と
状
況
が

変
わ
っ
た
場
合
に
は
届
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
・
住
所
、
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
。

　
・
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
。
な
ど

＊�
届
出
が
遅
れ
た
り
、
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
手
当
の
支
給
が
遅
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
手
当
の
支
払
い
】

　

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
、
認
定
請
求
を
し
た
翌
月
分
か
ら
２
、５
、

8
、
11
月
の
年
４
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

町からのお知らせ
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▼�

学
童
保
育
の
ご
案
内

▼�

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
済
で
す
か
？

福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

　
町
内
４
カ
所
で
小
学
生
が
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
利
用

申
込
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●実施場所など

地区 実施場所
保育時間

利用料 問い合わせ・申込先平 日 土曜日･夏･
冬･春休み

油木 やまびこクラブ油木館
（油木小学校総合学習棟）

放課後

～

午後６時

午前８時

～

午後６時

平日　200円

土曜・夏休み
など
300円

入所時　500円

シルバー人材センター
☎89-0121

神石
やまびこクラブ神石館
（神石高原町トレーニング
センター）

シルバー神石事務所
☎89-4081

豊松 やまびこクラブ豊松館
（豊松老人福祉センター）

シルバー豊松事務所
☎84-2267

三和 やまびこクラブ三和館
（旧小畠中学校・わらべ）

シルバー三和事務所
☎85-2500

※土曜日の開所は三和館のみとなります。

●�

利
用
で
き
る
人

　

�

町
内
小
学
生
で

保
護
者
が
昼
間

家
庭
に
い
な
い

児
童
な
ら
び
に

そ
の
他
必
要
な

児
童

●�

保
育
内
容

　

�

宿
題
・
生
活
習

慣
指
導・遊
び・

読
書
・
音
楽
・

制
作
（
工
作
）・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど

　

�

夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中

は
、
楽
し
い
行

事
も
取
り
入
れ

な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

●�

休
館
日

　

�

日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始
、
警

報
の
出
た
日

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

◦�

国
保
加
入

　

�

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
・
印
鑑

◦�

国
保
脱
退

　

�

あ
ら
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
証
・
現
在
お
持
ち
の
国

保
の
保
険
証
・
印
鑑

●�

そ
の
ほ
か
に
も
、
こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。

◦�
家
族
の
方
が
増
え
た
と
き
や
減
っ
た
と
き

◦�
生
活
保
護
を
受
け
た
と
き
、
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

◦�

住
所
を
変
え
た
と
き 

◦�

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
世
帯
を
分
け
た
り

一
緒
に
し
た
と
き 

◦�

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

●
届
け
出
場
所　
福
祉
課　
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

　
国
民
健
康
保
険
は
、
勤
務
先
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
も
自
動
的
に
脱
退
の
手
続
き
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。
国
保
の
脱
退
は
世
帯
主
が
届
け
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
勤
務
先
な
ど
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
て
国
保
へ
加
入

す
る
場
合
も
同
じ
く
世
帯
主
が
届
け
出
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
種
届
け
出
、申
請
に
は
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）が
必
要
で
す
！

　
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
国
保

の
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
必
要
な
も
の
】

●�

世
帯
主
と
申
請
・
届
け
出
の
該
当
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
も
の
と
申
請・届
け
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
。

●�

別
世
帯
の
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◇入院時食事代の負担（１食あたり）
区　　分 現　　行 平成28年４月から 平成30年４月から
一般所得

（住民税課税世帯） 260円 360円 460円
住民税非課税世帯

（低所得Ⅱ） 210円
長期入院該当者

（過去12か月のうち90日を
超える入院）

160円 据え置き
※�難病・小児慢性疾患，また平
成28年４月１日時点ですでに
１年を超えて精神病床に入院
している患者の標準負担額も
260円に据え置かれます。

70歳以上の住民税非課税で
一定所得以下　（低所得Ⅰ） 100円

▼国民健康保険・後期高齢者医療の入院時食事代について

詳しくは，福祉課または各支所町民課へお問い合わせください。

　国民健康保険または後期高齢者医療の人が入院したときは，診療や薬にかかる費用とは
別に入院時食事代として次の標準負担額を自己負担し，残りは国保または後期高齢者医療
が負担します。このうち住民税課税世帯の額が平成 28年４月から変わります。

町からのお知らせ
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▼�

平
成
28
年
度
予
防
接
種
事
業
ス
タ
ー
ト
！

▼�

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▼�

通
知
カ
ー
ド
を
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
へ

福
祉
課�

☎
８
９-

３
３
３
５

保　

健　

課�

☎
８
９-

３
３
６
６

住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
家
庭
ま
た

は
父
子
家
庭
）の
親
の
就
業
を
支
援

す
る
た
め
、
次
の
給
付
金
を
支
給
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
、

20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
の

所
得
水
準
の
方
で
す
。
ま
た
、
各
事

業
に
よ
っ
て
支
給
要
件
が
違
い
ま
す
。

申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

《
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
》

　

�

就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
資
格
を

身
に
付
け
る
た
め
の
講
座
を
受
講

し
た
場
合
、
修
了
後
に
受
講
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
講
座

　

�

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

の
指
定
教
育
訓
練
講
座
や
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
講
座

　
　
（
例
：
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

�

医
療
事
務
な
ど
）

《
高
等
職
業
訓
練

�

促
進
給
付
金
等
事
業
》

　
�

経
済
的
自
立
に
効
果
的
な
資
格
を

取
得
す
る
た
め
に
2
年
以
上
修
学

す
る
場
合
、
受
講
期
間
中
の
生
活

の
負
担
軽
減
と
、
入
学
時
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
格

　

�

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど

＊�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
請
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課

町
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
小
児
予
防
接
種
を
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
吉
實
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
４
月
か
ら
、
町
立
病
院
で
は
５
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種
日
の
前
々
日（
２
日
前
）ま
で
に
お
電
話
な
ど
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
始
日
（
実
施
日
）

　
神
石
高
原
町
立
病
院　
５
月
12
日
～　
（
毎
週
木
曜
日
）

　
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
４
月
13
日
～　
（
毎
月
第
２
、
第
３
水
曜
日
）

　
吉
實
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
４
月
６
日
～　
（
毎
月
第
１
、
第
４
水
曜
日
）

※
具
体
的
な
実
施
日
程
・
対
象
疾
病（
ワ
ク
チ
ン
）に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※�

ご
予
約
は
お
手
元
に
母
子
手
帳
を
も
っ
て
電
話
を
さ
れ
る
か
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度（
４
月
～
３
月
）の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，２
６
０
円・

付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０
円
で
す
。

●
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は
、
国
民

年
金
の
一
般
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険

料（
月
々
４
０
０
円
）を
納
め
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
３
月
31
日

（
木
）ま
で
に
本
庁
住
民
課
ま
で
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
支
所
で
の

受
け
取
り
に
は
事
前
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●�

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
口
座
振
替

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で
金
融
機

関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　
納
付
書
に
よ
る
前
納
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

　
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

▼�
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
の

　
給
付
金
事
業
の
お
知
ら
せ

町からのお知らせ
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場まちづくり推進課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

♪つむら歌謡教室からお知らせ♪
第14回県北カラオケ歌謡祭を開催します。
日時：４月17日（日）　午前９時開演
場所：総合交流センターじんせきの里
県内各地および県外からの出演者の熱唱に多く

の方にご来場いただき，
会場に花を咲かせてい
ただけるようこ案内し
ます。（入場無料）温か
いコーヒーを準備して
お持ちしています。
� （つむら歌謡教室）

神
石
高
原
町

消
費
生
活
情
報

２月21日，二幸体育館で三和スポーツ少年団の第38回卓球
大会が行われました。議員，三和小学校長を来賓に迎え三和
小支部と来見支部の卓球部団員43名が力いっぱい練習の成果
を発揮し白熱した大会となりました。新年度スポーツ少年団
では団員を新たに募集します。卓球の他にも種目があります
のでスポーツを一緒に楽しみましょう！（三和スポーツ少年団）

●神石高原町バドミントン大会（２月７日（日）開催）
　団体の部　優　勝　神石Ａチーム
　　　　　　準優勝　三和Ａチーム
　個人戦（男子の部）	優　勝　土居亮進・藤原敬弘 組（三和）
	 準優勝　藤井　真・平松貴浩 組（油木）
　　　　（女子の部）	優　勝　三石まゆみ・島津範子 組（神石）
	 準優勝　土居智美・樋口福江 組（三和）
●神石高原町卓球大会（２月14日（日）開催）
　団体の部　優　勝　油木チーム
　　　　　　準優勝　三和Ａチーム
　個人戦　（一般男子の部）	優　勝　山本　大介（三和）
	 準優勝　山本　真也（三和）
　　　　　（一般女子の部）	優　勝　砂田あずさ（三和）
	 準優勝　前原　由紀（油木）

２月29日，豊松小学校で「子どもの動きづく
り教室」を開催しました。子どもたちはサンフレッ
チェ広島ジュニアの細渕監督・渡辺コーチと一緒
に遊びを取り入れた運動やボールを使った運動
で元気いっぱいに体
を動かしました。ま
た，子どもたちから
の質問タイムなどあ
り，楽しく時間を過
ごすことができまし
た。（豊松小学校）

三和スポ少卓球大会&新入団員募集！ 平成27年度町体協大会結果

楽しく体を動かしたよ！

電
力
の
契
約
は
、
地
域
ご
と
の
電
力
会
社
と
の
契
約
で

し
た
が
、
今
年
４
月
か
ら
は
小
売
り
自
由
化
に
よ
り
、
多

様
な
業
種
の
事
業
者
の
中
か
ら
電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
８
９
‐
３
０
８
８

●
巡
回
相
談
日

3
月
24
日（
木
）�

午
前
10
時
～
午
後
3
時 

役
場
神
石
支
所

4
月
28
日（
木
）�

午
前
10
時
～
午
後
3
時 

役
場
豊
松
支
所

な
お
、
本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化

　
　
　
　
　
便
乗
商
法
に
注
意
し
て

す
。
電
力
の
小
売
り
全

面
自
由
化
を
口
実
に
し

て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
、
蓄
電
池
な
ど
の
勧

誘
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。電

力
小
売
り
自
由
化

に
関
し
て
は
、
制
度
や

条
件
な
ど
を
し
っ
か
り

情
報
収
集
し
、
よ
く
理

解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

から

消費生活
相談窓口

まちづくり推進課　☎89-3332
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日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2260）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

3月・4月の休日当番医

3

4

日

月

日

日

20

21

27

3

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

吉實クリニック

4 日

日

日

金

10

17

24

29

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

15
16
17

18
19

22
23
24
25

26

5
6
7
8

9

12
13
14

15
16

19
20
21
22

23

26
27
28

30

4月3月

３
月

4
月

15 火 運動のひろば 筋力アップ 13：30～ 15：00
� （陽光の里文化ホール）問保健課 ☎ 89-3366
在宅医療講演会 14：00～ 16：30
� ( 三和公民館）問保健課地域包括係 ☎ 89-3377
保育所開放 10：00～ 11：00
� （いずみ保育所）問☎ 87-0099

16 水
17 木
18 金 家族関係相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
新米ママのクッキング 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
保育所開放 10：00～ 11：00
� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132

19 土 絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

20 日 神石高原観光検定 13：30～（三和公民館）
� 問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201
歌謡ショー＆漫才 13：30～
� （さんわ総合センター）問☎ 85-3097
スカッシュ体験会 10：00～
�（油木コミュニティセンター）問油木公民館 ☎82-0701

21 月 幸運仏春の大祭� 問幸運仏世話人会☎ 84-2239
22 火
23 水 「健康づくり講演会」14：00～ 16：00

� （三和公民館）（要申込）問保健課 ☎ 89-3366
おひさま広場　親子でふれあい体操
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問☎ 82-2260

24 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場神石支所）
� 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
アルコール相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
町内小学校卒業式 9：00～，9：30～

25 金 どんぐり幼稚園卒園式 9：30～
26 土 町内保育所退所式
27 日 神石高原マルシェ 9：00～

（さんわ 182ステーション上芝生広場）
� 問nina 神石高原 ☎ 82-0288

28 月
29 火
30 水
31 木
1 金
2 土 絵本のおはなし会 14：00～

� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
保育所入所式（油木・とよまつ）

3 日
4 月
5 火 保育所入所式（いずみ・こばたけ・くるみ）
6 水 行政相談会９：30～ 11：30

（油木コミュニティセンター）問総務課 ☎ 89-3330

7 木 町内小学校入学式 10：00～
町内中学校入学式 14：00～

8 金 どんぐり幼稚園入園式 9：30～
油木高校入学式 9：30～

9 土
10 日 車輪村９：00～� （豊松小学校エリア）

問TEAM車輪村，神石高原町観光協会☎ 85-2201
11 月
12 火
13 水 おひさま広場　教育資金講座

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問☎ 82-2260

14 木 保育所開放 10：00～ 11：00
� （油木保育所）問☎ 82-0906

15 金 家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
保育所開放 10：00～ 11：00
� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132

16 土 絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

17 日
18 月
19 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （いずみ保育所）問☎ 87-0099
20 水 保育所開放 10：00～ 11：00

� （くるみ保育所）問☎ 85-3329
21 木 おひさま広場　カフェタイム 10：30～ 11：30

� （小畠交流会館）問☎ 82-2260
被爆者定期健診
10：00～ 10：30受付

（総合交流センターじんせきの里）
13：30～ 14：00受付（三和公民館）
� 問保健課 ☎ 89-3366

22 金 被爆者定期健診
10：00～ 10：30受付（油木コミュニティセンター）
13：30～ 14：00受付（陽光の里文化ホール）
� 問保健課 ☎ 89-3366

23 土
24 日
25 月
26 火 心の健康相談 13：00～ 15：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
保育所開放 10：00～ 11：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

27 水 おひさま広場　こいのぼり作り
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問☎ 82-2260

28 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場豊松支所）
� 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

29 金
30 土

平成28（2016）年 3月 4月
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お
問
い
合
わ
せ 

産
業
課 

☎
８
９
‐
３
３
３
７

春
・
夏
野
菜
栽
培
の
畑
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

堆肥の効果 作
物
を
栽
培
す
る
に
は
，
土
づ
く
り
は
と
て
も
大
切
で
す
。
土
づ
く
り
の
第
１

歩
は
，
堆
肥
の
投
入
か
ら
始
め
ま
す
。

作
業
は
，
畑
の
土
が
適
度
に
乾
い
て
い
る
と
き
が
良
く
，
雨
の
す
ぐ
後
な
ど
畑

が
濡
れ
て
い
る
と
土
を
練
っ
て
し
ま
い
固
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
避
け
ま

し
ょ
う
。

投
入
時
期
は
，
冬
か
ら
作
付
３
週
間
前
ま
で
に
は
行
い
ま
し
ょ
う
。
作
付
直
前

に
堆
肥
を
入
れ
る
と
，
ダ
イ
コ
ン
や
イ
モ
類
な
ど
は
肌
が
荒
れ
た
り
，
生
育
に
障

害
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①�土をふかふかにし
ます

　�堆肥に含まれる繊
維 分 の 作 用 に よ
り，通気性・保水
性・排水性がよく
なり，作物が育ち
やすくなります。

②保肥力が上がる
　�有機物が分解さ

れてできる腐植
は肥料分を吸着
し，保肥力があ
がります。

③�肥料分と微量要素を
供給します

　�堆肥にも，小量の肥
料分や，微量要素が
含まれて土に供給す
ることができます。

④�生物の種類と量
が増えます

　�堆肥中の微生物
が増殖し，病害
虫の被害が出に
くくなります。

ナマズカレーパン試食会

産業ビジネス科連続受賞

器楽実習発表会
１月28日，「高校生による中山間地域わくわく
事業」で，産業ビジネス科が取り組んできたナ
マズカレーパンの試食会を行いました。生徒た
ちが作った，揚げたてのナマズカレーパンはと
ても好評で，出席いただいた百彩館の店長さん

全を目指して～」が「低炭素杯2016」
で，セブンイレブン記念財団最優秀地
域活性化賞を受賞しました。
どちらも全国的な賞で，油木高校の
取り組みが非常に高い評価をいただき

１月29日，３年生器楽実習選択者による卒業演奏会が
開かれました。三味線・ギター・ピアノ・キーボード・リ
コーダーで，自分の選んだ曲の演奏にチャレンジしました。
発表会に参加した先生からは素晴らしい演奏に温かな拍手
が送られ，「音楽は人生の楽しみ，卒業しても続けてくだ
さい」「生演奏が聴けて楽しかった」「練習の成果が十分出
ていましたね」との言葉がかけられていました。

ました。ナマズプロジェクトでは，斬新な発想で地域と連携した素晴らしい実践
であるという点が，ミツバチプロジェクトでは，地域性を活かして低酸素社会を
目指す活動であるという点が受賞の原動力となったようです。

また，２月10
日には１・２年生
の学習成果発表会
も行われ，それぞ
れの学年で１年間
の学習の締めくく
りができました。

には「これはおいし
い！すぐに人気商品
になりそうですね」
とのコメントをいた
だきました。町内で
のナマズカレーパン
販売も予定していま
す。どうぞ味わって
みてください。

産業ビジネス科の「ナマズプロジェクト」が第５回毎日地球未来
賞で奨励賞を，「ミツバチプロジェクト～ミツバチとともに里山保

16広報 神石高原 No.137



シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？
図書館の特別展示のご案内や新着情報などを掲載した図書館だよりを１カ月に１回のペースで発
行しています。図書館はもちろん各公民館，支所にも配布していますので，ぜひご活用ください。

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・３（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

SUN MON TUE WED THU FRI

* * * * * 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2016 April4

24
31

23
30

だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

昨
年
の
健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？
今
ま
で
の
生
活
習
慣
を
変
え
る

の
は
簡
単
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
気
を
付
け
る
だ
け
で
も
改
善
し

ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
の
数
値
は
生
活

習
慣
の
改
善
に
よ
り
比
較
的
早
く
下
が
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
健
診
後
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
方
は
、６
月
の
総
合
健
診
ま
で
に
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

①
夜
９
時
以
降
は
食
べ
な
い

②�

間
食
を
控
え
る（
市
販
の
お
菓
子
は
カ
ロ
リ
ー
表
示
を
見
て
、
低
カ
ロ

リ
ー
の
も
の
を
選
ぶ
。
ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
飲
料
に
す
る
）

③
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る（
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
る
）

④
今
よ
り
運
動
す
る
時
間
を
10
分
増
や
す

＊
基
準
値

　
中
性
脂
肪
：
１
５
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
未
満

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
：
１
４
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
未
満

　
Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
：
40
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
以
上

★
１
年
に
１
回
の
健
診
で
、
自
分
の
デ
ー
タ
の
変
化
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
総
合
健
診
の
申
し
込
み
は
、
３
月
25
日（
金
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
管
理
に
つ
い
て
気
に
な
る
事
が
あ
れ
ば
、
保
健
課
の
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
に
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

中
性
脂
肪
の
値
が
高
め
の
方
！

今月の特設展示は『新生活応援特集』です

だんだんと寒さも緩んできて，新生活の
準備に向けていろいろと忙しい季節がやっ
てきましたね。
図書館ホールに『新生活応援』と題し，
皆さんの新生活を手助けする資料を集めて
みました。簡単に作れる通園・通学バッグ
作りの本や，かわいいキャラ弁からガッツ
リ男子弁当まで幅広いお弁当のレシピ本，
一人暮らしを始める方向けの防犯や生活の
知恵など，たくさんの資料を展示していま
す。
併せて『2016本屋大賞ノミネート作品』
や『2015年度下半期芥川賞・直木賞』の
特設展示も行っています。
皆さんぜひ図書館へお越しください。

６
月
の
総
合
健
診
受
診
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

お問い合わせ
保 健 課

☎89-3366
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お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

３月１日現在　（　）内は前月比

人口	 9,735	人	 （－22）
	男	 4,636	人	 （－12）
	女	 5,099	人	 （－10）
世帯	 4,053	世帯	 （－10）

人 口 と 世 帯

あ
こ
が
れ
と
希
望
の

県
民
球
団
・
広
島
カ
ー
プ

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
は
、
戦
後
の
復
興

の
さ
な
か
昭
和
25
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

広
島
県
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら

設
立
に
多
額
の
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
の
行
政
文
書
や
選
手
の
グ
ッ
ズ
な

ど
を
紹
介
し
、
県
民
に
あ
こ
が
れ
と
希

望
を
与
え
た
球
団
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
25
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す

チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
す
。

（
時
）３
月
25
日（
金
）～
５
月
19
日（
木
）

（
場
）
ふ
く
や
ま
草
戸
千
軒

�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
料
）
通
常
の
入
館
料
が
必
要

　
　

 

一　
般　
２
９
０
円

　

 　
大
学
生　
２
１
０
円

　

 　
高
校
生
ま
で
無
料

（
問
）
ふ
く
や
ま
草
戸
千
軒

�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
☎
０
８
４
‐
９
３
１
‐
２
５
１
３

親
子
ア
ー
ト
教
室

「
陶
器
を
素
敵
に
デ
コ
っ
ち
ゃ
お
う
」

　
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
磁

器
を
制
作
し
ま
す
。

（
時
）
５
月
８
日
（
日
）　

　
　
①
午
後
１
時
～
２
時
30
分

　
　
②
午
後
３
時
15
分
～
４
時
45
分

（
場
）
ふ
く
や
ま
美
術
館　
２
階

　
 　

工
芸
版
画
室

（
料
）
１
人　
５
０
０
円

（
定
員
）
30
組
＊
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

（
対
象
者
）
小・中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
申
込
）
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
福
山
市

Ｈ
Ｐ
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
「
希
望

時
間
」「
制
作
人
数
」「
郵
便
番
号
」

「
住
所
」「
制
作
者
名
（
保
護
者
と
子

ど
も
）」「
年
齢
（
子
ど
も
）」「
電
話

番
号
」
を
明
記
し
ふ
く
や
ま
美
術
館

「
親
子
ア
ー
ト
教
室
」
係
ま
で

（
締
切
）
４
月
20
日
（
水
）
必
着

（
問
）
ふ
く
や
ま
美
術
館

　
　
☎
０
８
４
‐
９
３
２
‐
２
３
４
５

広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所
で

現
在
、
１
，０
０
０
を
超
え
る
仕
事

が
、
世
界
70
ヵ
国
か
ら
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
国
際
海
外
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、「
青
年
海
外
協
力
隊
」

「
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
募
集
を

行
い
ま
す
。自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術・

知
識
や
経
験
を
開
発
途
上
国
の
人
々
の

た
め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
金
）～
５
月
９
日（
月
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　
　
☎
０
３
‐
５
２
２
６
‐
９
８
１
３

＊�

体
験
談
、説
明
会
な
ど
詳
し
く
は
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ

●
日
時　
４
月
21
日（
木
）～
22
日（
金
）

　
午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

●
場
所　
ま
な
び
の
館
ロ
ー
ズ
コ
ム

●
定
員　
１
９
０
人　
※
先
着

●�

お
申
し
込
み　
３
月
14
日（
月
）～

25
日（
金
）ま
で
に
広
島
県
消
防
設

備
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
ＦＡＸ
０
８
２
‐
２
４
９
‐
９
４
１
０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
局
予
防
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
９
２

※�

受
講
申
込
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
本

防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

は
、
無
料・匿
名
で
相
談・検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ

患
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
治
療
法
が
進
歩
し
、
早
期
発
見
・

治
療
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を
予
防

し
た
り
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　
原
則 

毎
月
第
１
月
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

＊�

６
・
12
月
は
、
夜
間（
午
後
５
時
30
分

～
７
時
）も
実
施
し
ま
す
。

●
場
所　
広
島
県
福
山
庁
舎
第
３
庁
舎

●
相
談
・
検
査
料　
無
料　

＊�

検
査
日
の
前
週
木
曜
日
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。（
木
曜
日
が
休
日
の
場
合
は

前
週
水
曜
日
ま
で
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所

　
保
健
課　
保
健
対
策
係

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

�

内
線　
２
４
１
４

エ
イ
ズ
相
談
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
に
つ
い
て

Ｊ
ジ
ャ
イ
カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
６
年
度
春
募
集

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

検 

索

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　３月31日

3 月 の 納 税

暮らし広場
jinsekikougen information
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交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

運転免許更新日のご案内

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故	 0件
物損事故	 19件

２月分

器物損壊　１件

４月の免許更新日は
１日（金），15日（金）です。
4月15日（金）でも一般・違反・初回の方の
免許更新は可能ですが，5月6日（金）に油
木交番で，講習を受けて頂くことになります。

　
テ
レ
ビ
会
議
を
利
用
す
る
と
、
離
れ

た
場
所
同
士
で
、
お
互
い
の
姿
な
ど
を

画
面
越
し
に
確
認
し
な
が
ら
会
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
は
、
裁
判
所
で
も
テ
レ
ビ
会
議
が

利
用
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
！

　
例
え
ば
、
あ
な
た
が
当
事
者
や
証
人

と
し
て
、
遠
方
の
裁
判
所
の
期
日
に
出

席
す
る
場
合
に
、
テ
レ
ビ
会
議
を
利
用

す
れ
ば
、
お
近
く
の
裁
判
所
で
手
続
き

を
行
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.courts.go.jp/

）
の

「
テ
レ
ビ
会
議
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

PO
IN
T

　

�

テ
レ
ビ
会
議
は
裁
判
所
が
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
か
ら
適
当
だ
と
判
断
し
た
場

合
に
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
に
は
、
あ
な
た
が
手
続

き
を
行
っ
て
い
る
裁
判
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
会
議
を
ご
存
知
で
す
か
？

新入学園児・児童の交通事故防止
★保護者の方へ
　お子様と一緒に通学路を歩き，お子様の目線
で危険な場所を確認してください。

★地域の方，ドライバーの方へ
　1�大人は子どもの手本になるように，交通
ルールを守りましょう。

　2�通学路はもちろん，子どもの通行を見かけ
たら急な飛び出しを予測して，安全な速度
と方法で運転しましょう。

　3�子どもが交通事故に遭わないように，地域
ぐるみで「やさしく」見守りましょう。

伊勢志摩サミット・外務大臣会合警備へのご理解とご協力を！
　４月 10 日・11 日の２日間，広島市内で第 42 回主要
国首脳会議（伊勢志摩サミット）における外務大臣会合が
開催されます。
　テロなどを未然に防止するには，地域住民・施設管理者
の皆さまからの情報提供など，ご協力が必要不可欠です。

	

名
　
前	

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
２
月
届
出
分
）

松ま
つ　
岡お

か　
愛あ　
悠ゆ　
（
高

蓋
）

古こ　
森も

り　
詩う

た　
乃の　
（
い
ち
ば
）

髙た
か　
石い

し　
春は

る　
道み

ち　
（
福

永
）

佐さ

さ々

田だ　
紺こ

の　
羽は　
（
井
関
大
矢
）（敬

称
略
）

	

名
　
前	

（
自
治
振
興
会
）	

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）

楠く
す
の
き
　
　
　
ハ
ナ
ヱ　
（
小

畠
）	

88
歳

若わ
か　
林ば

や
し　
正ま

さ　
士し　
（

上

）	

92
歳

田た　
邊な

べ　
孝た

か　
美み　
（
田

頭
）	

85
歳

髙た
か　
原は

ら　
ト
シ
コ　
（
小

野
）	

91
歳

福ふ
く　
本も

と　
訓く

ん　
三そ

う　
（
西
油
木
）	

92
歳

門も
ん　
田で

ん　
　
　
博ひ

ろ
し　
（
仙
養
西
）	

83
歳

佐さ　
藤と

う　
澄す

み　
子こ　
（
高

蓋
）	

92
歳

中な
か　
岡お

か　
清き

よ　
仁ひ

と　
（
父
木
野
）	

80
歳

貞さ
だ　
永な

が　
正ま

さ　
美み　
（
小

畠
）	

88
歳

渡わ
た　
邉な

べ　
　
　
智さ

と
し　
（
井
関
大
矢
）	

90
歳

平へ　
郡ぐ

り　
良よ

し　
夫お　
（
笹

尾
）	

95
歳

葊ひ
ろ　
田た　
ミ
ヤ
コ　
（
井
関
大
矢
）	
90
歳

伊い

㔟せ

村む
ら　
平へ

い　
次じ　
（
相

渡
）	
87
歳

川か
わ　
上か

み　
義よ

し　
人と　
（
仙
養
東
）	

85
歳

田た　
邊な

べ　
洋よ

う　
一い

ち　
（
高

光
）	

53
歳

瀬せ　
尾お　
澄す

み　
喜き　
（
井
関
大
矢
）	

83
歳

田た　
中な

か　
充み

ち　
惠え　
（
小

畠
）	

72
歳

井い
の　
平ひ

ら　
ハ
ツ
エ　
（
上
豊
松
）	

92
歳

吉き
っ　
川か

わ　
万か

ず　
惠え　
（
い
ち
ば
）	

75
歳

三み　
島し

ま　
道み

ち　
雄お　
（
坂
瀬
川
）	

86
歳

赤あ
か　
木ぎ　
澤さ

わ　
枝え　
（
古

川
）	

85
歳

瀨せ　
尾お　
　
　
惠さ

と
し　
（

上

）	

80
歳

高た
か　
尾お　
篤あ

つ　
司し　
（
有

木
）	

91
歳

（
敬
称
略
）
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人
と
の
つ
な
が
り
は
宝

上
豊
松
自
治
振
興
会
の
組
織
の
一
つ
に「
色い
ろ

彩ど
り

倶く

楽ら

部ぶ

」が
あ

り
ま
す
。
こ
の「
色
彩
倶
楽
部
」は
自
治
振
興
会
の
役
員
の
方
々

か
ら「
自
治
振
興
会
に
、
女
性
が
活
動
で
き
る
部
を
作
っ
て
み
て

は
」と
の
提
案
を
受
け
て
、平
成
20
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
グ
ル
ー

プ
で
す
。
当
初
か
ら
代
表
を
さ
れ
て
い
る
横
山
さ
ん
は「
グ
ル
ー

プ
名
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
彩
り
あ
る
活
動
が
で
き
れ

ば
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」と
話
さ
れ
ま
す
。

車
輪
村
へ
の
出
店
、
34
年
続
い
て
い
る
福
山
市
伊
勢
丘
の「
さ

く
ら
ん
ぼ
の
会
」と
の
田
植
え
・
稲
刈
り
交
流
会
、
ま
た
、
視
察

研
修
や
60
台
を
超
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
、
と
ん
ど
、
こ

ん
に
ゃ
く
・
巻
き
ず
し
作
り
体
験
な
ど
年
間
を
通
し
て
数
多
く
の

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
す
れ
ば
地
域
貢
献
へ
と
つ
な
が
る
か
、
み
ん
な

が
参
加
し
や
す
い
場
と
な
る
か
を
基
本
に
、
新
た
に
挑
戦
し
た
い

事
、
継
続
す
べ
き
事
、
改
善
す
べ
き
事
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
で
世
間

話
も
交
え
な
が
ら
自
由
に
意
見
を
出
し
合
え
る
の
が
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
特
徴
で
す
。

「
人
と
の
つ
な
が
り
は
宝
。
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、「
色

彩
倶
楽
部
」が
あ
っ
た
か
ら
地
域
の
方
々
と
知
り
合
い
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。
自
分
は
、
世
代
間
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、

こ
の
活
動
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
る
横
山

さ
ん
で
し
た
。

上 豊 松 自 治 振 興 会

横
よ こ

山
や ま

くに江
え

さん

森
もり

岡
おか

　芽
め

生
い

ちゃん（仙養東）

☆親の願い　すくすく大きくな
っ

てね。

横
よこ

山
やま

　凱
かい

星
と

ちゃん（ながの村）

☆親の願い　あなたはわが家の
太

陽！元気で大きくなってね！

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

2歳のおたんじょうびの
お友達を紹介します。
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